









































































































































































































































































































































































工［a nb 皿 IV
定 入些してから1 新卒者。基本的看護技 通常のルーチン業務 業務リーダーができ チームリーダーもしく 主任もしくはそれに準ずる
ヶ月以内の職員。 術を助言・支援を受け ができ、夜勤業務が る段階。 はそれに準ずる業務が 業務ができる段階。
新卒・既卒を問 ながら行っている段階。 できる段階。 できる段階。
義 わない。
職能 看護師・
y看護師 看護師・准看護師 看護師・准看護師 看護師・准看護師 看護師 看護師
当院の組織、役 ①支援を受けながら基 ①部署における基本 ①業務リーダーの役 ①チームリーダーもし ①主任もしくはそれに準じ
割、建物の構造、 本的な看護技術、看 的な看護技術およ 割が理解できる。 くはそれに準じた役 た役割を理解し、実践で
設備がわかる。 護に必要な知識を習 び看護に必要な知 ②特別な場合を除き、 割を理解し、実践で きる。
看護部の方針、 得できる。社会人と 識を習得している。 所属部署における きるQ ②プリセプター、各委員の
到 目標を理解でき して必要な態度・マ ②夜勤を含めた通常 業務リーダーがで ②リーダーシップを理 支援ができる。る。 ナーを身につけるこ ルーチン業務を自 きる。 解し、通常業務の中 ※主任の場合は「科長・主
※受持ち患者は とができる。 旧して行える。 ③リーダーシップを で発揮できる。 任の役割」を参照し、委
達 持たない。 ②！日の業務の流れを ③メンバーシップを 理解できる。 ③役割モデルとして看 任の範囲を決定し、決定
※ただし、経験 理解しオリエンテー 理解し発揮できる。 護を実践でき、基本 された範囲で責任をもつ
目 者の場合は状 ション夜勤に入るこ 的な看護技術を後輩 て実践できる。
況により、部 とができる。 に支援できる。 ※受持ちナースの支援がで





入職1ヶ月後に 入職後1年目定期面接 定期面接にて1年に 定期面接にて1年に 定期面接にて1年に1 定期面接にて1年に1回も
評 評価。 にて評価。もしくは夜 1回もしくは細長の 1回もしくは増長の 回もしくは科長の判断 しくは科長の判断により評
ラダーの段階は 勤業務に入る前に評価。 判断により評価。 判断により評価。 により評価。 価。
価 新卒・呼野、経
験により異なる。
なし 部署内の係り活動への 部署内および看護部 部署内および看護部 看護部、院内の会議へ 各委員会、部署内活動への
役 参加ができる。 内での委員会への参 内での委員会への参 の参加部署内係り活動 支援ができる。加ができる。 加。 への支援ができる。 ※学生指導者への支援がで
※第1プリセプター ※ただし灘酒の判断 ※臨地実習における学 きる。
により院内の委員 生支援ができる。割 会へ参週目可能。
※第2プリセプター
看護実践に必要 先輩・上司の支援を受 患者・家族に対して通常看護の範囲内のこ 通常看護業務の範囲内 看護実践に必要な関係法規
な関係法規が理 けながら患者・家族に とに関して説明ができる。 での患者・家族への説 を理解し、スタッフに支擾倫 解できる。 通常看護の範囲内に関 ※診療に関して説明の必要性が生じた場合 明に対して、後輩に支 できる。
理 基本的な倫理に して説明できる。 は医師に調整できる。 援できる。 倫理的な問題に対して検討
関する知識があ 倫理事例の検討を通して、具体的な看護に ※診療に関することに の必要性が生じた場合は提




①当院で実施し ①看護過程の一連のプ ①特別な場合を除き、 一人で看護過程を展 ①特別な場合を除き、 ①特別な場合における看護
ている看護方 下欄スを理解できる。 開でき、実践した看護の評価ができる。 看護過程の助言がで 過程の助言ができる。
式・看護過程 先輩・上司の支援を 患者の希望・個別性を配慮した計画を立 きる。 ②サマリー等の評価ができ看護
について理解． 受けながら一緒にア 案できる。 ②チームで実践されて る。
過 できる。 セスメント、問題の ②看護サマリーおよび看護情報提供書を記 いる看護看護過程の ③看護方針の評価ができる。
程 ②記録様式がわ 抽出、目標設定およ 伸することができる。 評価ができる。 ※標準看護計画の再検討や
看 展開 かる。 び具体策の立案がで ③看護方針の決定に参加できる。 ③看護方針を決定でき 専門領域の看護計画の作
きる。 ④カンファレンスで積極的に発言できる。 る。 成に参加できる。護 ②標準看護計画を利用
ケ できる。
ア ①当院の基準・ ①支援を受けながら、 ①基本的な看護ケアを一人置提供できる。 ①特別な治療下あるい ①専門的な看護を実践でき
手順書に従っ 安全・安楽に配慮し ②患者さんの希望・ 個別性を配慮したケア は専門的な看護を必 るとともに、支援できる。
実
実 た看護実践内 た基本的な看護ケァ が提供できる。 要とする患者を受け ②救急時の対応を支援でき
践 容が理解でき を提供できる。 ③全身管理が必要な患者を受け持てる。 持てる。 る。
る。 ②一般状態の観察、身 ④患者の個別性に合わせた患者教育支援が ②個別性を重視したケ ③提供された看護実践の質
能 体計測、バイタルサ できる。 アの実践ができ、後 を科長とともに評価でき践 インを正しく測定し、 ⑤緊急時の対応ができる。 輩に支援できる。 る。力 報告できる。 ③緊急時のメンバーに
指示できる。
不明な点があれ 自分が行った行為や疑 メンバー間の調整が 通常業務の中で、医 業務改善、連携強化を 科長不在時に発生した、患
調 ば質問・あるい 問に思うことを報告、 できる。 師を含めた他部門 意識した他部門との調 者・家族、他部門との問題




新採用者 1 皿 IV
皿a nb
①部署内安全活 ①債極的にヒヤリ・ハッ ①危険を予測し、自 ①インシデント分析 ①科長・主任不在時に ①特別な場合を除き科長不
ケ 安 動を理解し協 ト、インシデントレ ら危険回避行動が に参加できる。 委任された代行業務 在時の代行業務ができる。； 全 力できる。 ポートの報告ができ とれる。 ②セイフティ委員や を行うことができる。 ②安全な環境の確保・シス
ネ
● る。 ②通常業務の中で安 リンクナースの活 ②安全な療養環境の確 テムが構築されているか、
1
管理
②指示のもとに危険回 全や患者満足にっ 動内容を理解し協 保に積極的に参加し、 科長とに評価し、必要な
ジ
● 避行動をとることが ながる意見を言え 力できる。 提案できる。 提言ができる。
う 委 できる。 る。 ③安全活動を後輩に ③事故分析に参加でき、
ト 任 助言でき、回避の 必要な対応策を提案
支援ができる。 できる。
所属部署の主な ①所属部署の主な疾患、 ①自己の看護感を実 ①実践や事例の検討 ①研究的な視点を養う ①自己の看護能力を向上さ
疾患、治療が何 治療、看護に関して、 践と結びつけるこ を通して自己の看 ため、積極的に院内 せるためのキャリア開発
専 専 かわかる。 支援を受けながら調 とができる。 護感を確立できる。 外の学会に参加でき ができる。
べ習得できる。 ②看護研究のメンバー ②助言を受け専門分 る。 ②後輩の指導を通して教育
門 門 ②必要な院内の研修会 として参加できる。 野での院外の研修 ②自己の研究テーマを 的スキルを高めることが
性 等に参加できる。 ③院外の研究発表・ にも参加きる。 持つことができる。 できる。能 強 ③文献検索ができる。 学会に積極的に参 ③TQM活動に参加③後輩に対して教育的 ③看護研究の支援ができる。
力 化 ④支援を受け看護必要 加できる。 できる。 関わりがもてる。 ④看護必要度の看護部全体
● 度を評価できる。 ④一人で看護必要度 ④より専門性の高い看 の教育支援ができる。
の
質 を評価できる。 護を提供できるよう ⑤TQM活動の支援ができ
開 自己研鐵できる。 る。向 ⑤看護必要度評価の支 ⑥科長とともに所属部署に
































































































































































日　　付 学会研修会名 日　　付 学会研修君名
4／10 実践報告会 4／17 札幌CAPD臨床研究会
4／18 看護必要度 5／8 接遇研修
5／12 看護必要度 5／18 北海道透析療法学会
5／20 診療報酬研修 5／24 感染管理セミナー
5／25 透析談話会 5／29 レグパラについて
6／10 接遇研修 6／11 OJT　心電図
6／12 AED講習会 6／17 感染予防と手洗い
6／18 AED講習会 6／16～6／20医療安全管理者養成研修
6／24 安全に関する取組 6／26 OJT　栄養管理NST
6／27 看護過程 7／5 創傷ケアー
7／11 KYT　P－！ 7／15 背景要因分析
7／17 透析患者のメンタルケア 7／22 認知症患者の看護
7／31 急変時の対応について 8／5 災害看護1
9／9 血液透析について 9／！2 KYT　P－H
9／13～9／14日本腹膜透析研究会 9／16 感染管理集中講座
9／25 OJT　ダイアライザーについて 10／2 クリニカルパスとは
9／30～10／3施設内における接続プログラム開発 10／4 看護連盟　ブロックゼミ
10／21 感染管理集中講座 10／21 看護過程
11／2 北海道CAPD看護研修会 11／6 札幌CAPD臨床研究会
11／8 北海道感染対策セミナー 11／14 KYT　P一皿
11／15 札幌看護研修会 11／16 透析談話会
11／20 院内感染対策研修会 11／26 接遇講演会
11／27 感染管理集中講座 12／1 TQM報告会
12／4 災害研修H 12／10 輸血
12／10 リーダーシップ 1／17 救急看護
1／22 看i護観研修 2／7 札幌市病院学会
2／19 看護観報告会 2／27 OJT感染対策・KYT
3／11 実践報告会 3／19 労働基準法の実務
































































































































































































































































































































































































































ﾁ上　優香 2008．04．251 かでる2・7 北海道看護協会
口腔ケア研修　※外部講師 当院看護職 2008．05．161 当院 当院教育委員会
日本看護協会通常総会 倉　ヒナ子A木　有紀 2008．05．203 埼玉スーパーアリーナ 日本看護協会














看護研究一質的研究・事例研究 三浦絵里奈 2008．06．113 北海道看護協会 北海道看護協会





i入門編・応用編） 丸谷　妙子 2008．06．212 北海道看護協会 北海道看護協会
















看護管理1研修 倉　ヒナ子 2008．07．154 北海道看護協会 北海道看護協会
看護過程研修（教育委員担当） 白上　優香 2008．07．225 北海道看護協会 北海道看護協会


























研修会名 参加者 開催日 期間 会　　場 主　　催
臨床から在宅への継続看護 田畑多味子?J由美子 2008．09．09
2 北海道看護協会 北海道看護協会








?の開発 福井　弘美 2008．09．304 北海道看護協会 北海道看護協会






禁煙対策講習会 佐藤裕美子 2008．10．／71 札幌国際ビル8階 北海道看護協会



































C」全日病学会東京大会 白川　弘子 2008．11．213 練馬総合病院 全日本病院協会
全日本病院学会 白川　弘子 2008．11．222 都市センターホテル 全日本病院協会
認知症高齢者のケア 緒方　早苗 2008．11．262 北海道看護協会 北海道看護協会
災害看護］1 越前屋明子ｬ林としえ 2008．12．04
2 北海道看護協会 北海道看護協会













白ｷ会議 植木　有紀 2009．03．131 北海道看護協会 北海道看護協会
「看護倫理」の効果的な教育と
沫瘡沒｢の進め方 滝本　早苗 2009．03．28
1 道心会館 日総研
一38一
